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（鶴居村タンチョウフェスティバル）
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二
月
二
十
一
日
、
本
所
で
釧
路

丹
頂
農
業
協
同
組
合
乳
質
改
善

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
代
表
武
藤
清
隆
組
合
長
は「
現

在
、
酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

乳
価
の
上
昇
や
個
体
販
売
価
格
の

高
騰
な
ど
経
済
的
に
は
良
い
状
況

下
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

状
況
が
い
つ
ま
で
も
続
く
と
は
考

え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
酪
農
経
営

と
は
生
産
し
た
生
乳
に
よ
る
対
価

に
よ
っ
て
経
営
が
し
っ
か
り
と
続

け
ら
れ
る
事
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
、
生
乳
生
産
に

付
き
物
で
あ
る
乳
房
炎
に
生
産
者

は
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
廃

棄
乳
だ
け
で
も
莫
大
な
損
失
を
被

っ
て
い
る
現
状
で
す
。
今
、
国
内

外
で
質
の
高
い
生
乳
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
廃
棄
乳
を
少
し
で

も
減
ら
し
、
質
の
高
い
生
乳
を
搾

り
、
所
得
に
つ
な
げ
て
い
く
事
に

主
眼
を
置
き
、
将
来
を
見
据
え
つ

つ
私
達
は
一
丸
と
な
っ
て
乳
質
改

善
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
生
乳
生

産
の
量
産
並
び
に
そ
の
品
質
の
安

定
化
に
よ
り
、
生
乳
廃
棄
ロ
ス
を

削
減
す
る
と
と
も
に
乳
代
単
価
及

び
農
家
所
得
の
向
上
を
図
り
、
酪

農
経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
事
を

目
的
と
し
、
目
的
達
成
の
た
め
次

に
掲
げ
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

■
事
業
内
容

⑴ 

生
乳
生
産
の
量
産
及
び
乳
質

改
善
に
関
す
る
講
習
会
・
研

修
会
の
開
催

⑵ 

乳
質
改
善
の
た
め
の
調
査
、

研
究
に
関
す
る
事

⑶ 

乳
質
改
善
の
技
術
指
導
及
び

そ
の
普
及
に
関
す
る
事

⑷ 

そ
の
他
必
要
な
事
項

■
構
成
員

⑴
釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合

⑵
鶴　

居　

村

⑶
白　

糠　

町

⑷
釧　

路　

市

⑸ 

北
海
道
ひ
が
し
農
業
共
済
組

合
釧
路
西
部
事
業
セ
ン
タ
ー

⑹ 

釧
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
釧
路
中
西
部
支
所

⑺
ホ
ク
レ
ン
釧
路
支
所

⑻
釧
路
農
協
連

⑼
よ
つ
葉
乳
業
㈱
根
釧
工
場

⑽
ミ
ル
カ
ー
点
検
実
施
業
者

釧路丹頂農業協同組合 乳質改善プロジェクト開始!!
～目的:生乳生産の量産・品質の安定化を図る!!～
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二
月
二
十
八
日
か
ら
二
日
間
、

東
京
都
内
で
第
56
回
全
国
青
年
農

業
者
会
議
（
全
国
農
業
青
年
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
音
別
・
白
糠
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が

発
表
し
た
「
哺
育
管
理
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
農
業
経
営
（
畜
産
）
部

門
で
最
優
秀
賞
「
農
林
水
産
大
臣

賞
」
を
み
ご
と
受
賞
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
に
は
21
団
体
が
出
場
し
、
畜
産

部
門
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
五
団

体
が
発
表
し
、
白
糠
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

会
長
の
五
十
嵐
大
地
さ
ん
、
伊
深

祐
樹
さ
ん
、
對
木
隼
憲
さ
ん
の
三

人
が
ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
か
ら
三
年
間
、
多

く
の
酪
農
家
が
悩
む
子
牛
の
下
痢

等
に
つ
い
て
地
域
の
課
題
に
取
り

組
ん
だ
「
哺
育
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〜
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
３
・
フ
ァ
イ

ナ
ル
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
五
十
嵐

会
長
が
成
果
に
つ
い
て
規
定
の
10

分
間
で
披
露
し
ま
し
た
。

（
内
容
は
３
〜
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
初
の
二
年

間
は
哺
乳
量
を
一
時
的
に
減
ら
す

「
減
乳
方
法
」
や
「
会
員
農
場
の

施
設
増
設
」
な
ど
に
取
り
組
み
、

そ
の
結
果
、
腸
炎
発
生
率
が
激
減
、

診
療
回
数
二
回
以
上
の
重
症
牛
の

減
少
、
ま
た
初
生
ト
ク
の
出
荷
日

数
を
二
日
間
短
縮
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
得
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

得
た
知
識
と
会
員
農
場
の
実
践
事

例
を
ま
と
め
た
「
哺
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
作
成
し
、
ク
ラ
ブ
員
で
手

分
け
し
て
地
域
の
酪
農
家
に
配
布
、

さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
波
及

効
果
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
も

実
践
出
来
て
い
な
い
人
へ
の
後
押

し
や
哺
育
管
理
の
重
要
性
を
広
め
、

将
来
を
見
据
え
た
活
動
を
続
け
て

い
く
考
え
で
す
。

音別・白糠４Ｈクラブが最優秀賞・農林水産大臣賞を受賞!!
～全国青年農業者会議（畜産部門）「子牛の健康管理」が高評価～

後列左から、普及センター高橋さん、武藤組合長、白木常務、坂本部長
前列左から、對木さん、五十嵐さん、伊深さん（受賞報告時の本所での撮影）
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※哺育プログラムの閲覧希望者は、普及センター迄連絡願います。
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二
月
二
十
二
日
、
釧

路
市
で
Ｊ
Ａ
女
性
部
役

員
会
が
開
催
さ
れ
、
同

部
役
員
と
白
木
常
務
理

事
と
の
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
木
常
務
理
事
よ
り

協
同
組
合
と
は
何
か
、

相
互
扶
助
の
基
本
的
な

考
え
方
、
Ｊ
Ａ
の
意
義
、

農
協
改
革
を
巡
る
動
き

や
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０

万
人
づ
く
り
運
動
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
の
昼
食
会
で

は
き
た
ん
の
な
い
意
見

も
出
さ
れ
、
大
変
有
意

義
な
意
見
交
換
会
と
な

り
ま
し
た
。

二
月
十
七
日
、
幌
呂
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
当
Ｊ
Ａ
酪

農
振
興
会
主
催
の
「
酪
農
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
及
び
関
係
者
合
わ
せ

59
名
が
参
加
し
、
ホ
ク
レ
ン
畜

産
生
産
部
主
任
考
査
役 

大
塚

博
志
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
植

生
改
善
の
実
践
事
例
紹
介
〜

雑
草
に
打
ち
勝
つ
草
地
管
理

〜
」
と
題
し
講
演
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

良
質
乳
出
荷
農
場
表
彰
式

で
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月

か
ら
十
二
月
出
荷
乳
量
に
対

す
る
体
細
胞
数
・
生
菌
数
が

優
秀
な
７
農
場
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

酪 農 振 興 会 「 酪 農 祭 」 開 催
～講演会及び良質乳出荷農場を表彰～

ＪＡ女性部役員が白木常務理事と意見交換
～農業協同組合の意義・農協改革などについて討議～

良質乳出荷表彰農場
（体細胞数の部）
最 優 秀 賞 音　別 筥 崎 昌 行 農場
優 秀 賞 鶴　居 (合) 橋　　 村 農場
優 秀 賞 幌　呂 明歩谷　正　志 農場
努 力 賞 白　糠 松 永 康 彦 農場
（生菌数の部）
最 優 秀 賞 白　糠 大 橋　　 護 農場
優 秀 賞 幌　呂 明歩谷　正　志 農場
優 秀 賞 音　別 大和田　清　一 農場

左から　武藤組合長、松永さん、大橋さん、筥崎さん、明歩谷さん、橋村さん、折笠会長
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二
月
八
日
、
釧
路
市

で
釧
路
地
区
・
根
室
管

内
農
協
組
合
長
会
主
催

の
根
釧
合
同
Ｊ
Ａ
役
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

釧
路
・
根
室
管
内
Ｊ

Ａ
役
職
員
、
青
年
部
・

女
性
部
協
議
会
役
員
、

各
関
係
団
体
等
か
ら
約

２
１
２
名
（
当
Ｊ
Ａ
か

ら
16
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
研
修
は
、
横
浜

国
立
大
学
・
大
妻
女
子

大
学
田
代
洋
一
名
誉

教
授
が
「
農
協
を
め
ぐ

る
情
勢
・
農
協
改
革
と

教
育
活
動
の
価
値
」。

東
京
大
学
大
学
院 

鈴

木
宣
弘
教
授
が
『
Ｔ
Ｐ

Ｐ
闘
争
勝
利
と
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
プ
ラ
ス
」・
農
協
解

体
の
断
固
阻
止
』
と
題

し
て
講
演
さ
れ
大
変
内

容
の
あ
る
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

二
月
十
二
日
、
鶴
居
村
総
合

セ
ン
タ
ー
前
庭
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
、
第
三
十
回
鶴
居
村
タ
ン
チ

ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
う

中
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居
支
部
は
、

根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲
を
行
な

い
ま
し
た
。

佐
藤
幸
一
支
部
長
は
、「
牛

乳
の
消
費
が
伸
び
て
ほ
し
い
思

い
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
部

員
達
で
協
力
し
、
地
道
な
活
動

を
続
け
て
参
り
た
い
。」

Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂

支
部
は
、「
豚
汁
」

を
販
売
し
、
吉
田
鈴

子
支
部
長
は
、「
部

員
達
で
心
を
込
め
て

作
っ
た
豚
汁
は
大
変

好
評
で
す
。」
と
話

し
て
頂
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
や
丹
頂
群
れ
太

鼓
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
耐

寒
競
技
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ

れ
大
変
盛
況
で
し
た
。

「 根 釧 牛 乳 」 は 美 味 し い と 好 評!!
～第30回 鶴居村タンチョウフェスティバル～

農業政策等の転換期に適応力が問われる
～平成28年度 根釧合同ＪＡ役員研修会～
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

チ
モ
シ
ー
播
種
量
に

つ
い
て
！

低
コ
ス
ト
の
経
営
を
実
現
す
る
に

は
自
給
飼
料
の
高
品
質
化
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

よ
り
良
い
草
地
作
り
に
向
け
、
ど

れ
く
ら
い
の
種
子
を
播
種
す
る
か
は

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

今
回
は
チ
モ
シ
ー
を
中
心
に
、
圃

場
の
播
種
量
を
、
ポ
ッ
ト
試
験
事
例

や
根
室
で
の
実
規
模
試
験
事
例
か
ら

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。。

1　
根
釧
に
お
け
る
播
種
量
は
？

チ
モ
シ
ー
の
適
正
な
播
種
量
は
、

平
成
七
年
に
根
釧
農
試
の
試
験
成
績

に
よ
り
、
十
ア
ー
ル
あ
た
り
一
．
二

キ
ロ
〜
一
．
八
キ
ロ
の
範
囲
で
播
種

す
る
と
適
正
な
生
育
を
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

2　
ポ
ッ
ト
試
験
事
例
よ
り

平
成
二
六
年
に
ワ
グ
ネ
ル
ポ
ッ
ト

（
五
千
分
の
一
ア
ー
ル
）
を
使
用
し

十
ア
ー
ル
当
た
り
チ
モ
シ
ー
を
一
キ

ロ
、
一
．
五
キ
ロ
、
二
キ
ロ
の
三
段

階
に
分
け
播
種
し
ま
し
た
。
図
１
が

播
種
後
二
ヶ
月
後
の
様
子
で
す
。

播
種
量
の
多
い
ポ
ッ
ト
の
発
芽
本

数
が
多
い
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
図

２
は
一
年
後
の
様
子
で
二
キ
ロ
の
ポ

ッ
ト
は
、
過
密
気
味
で
あ
る
様
子
が

分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
三
年
目
の
平
成
二
八
年
八

月
現
在
の
茎
数
は
、
一
キ
ロ
と
一
．

五
キ
ロ
で
は
、
ほ
ぼ
差
が
な
い
状
況

で
し
た
（
表
一
）。
こ
の
よ
う
に
播

種
条
件
が
良
け
れ
ば
一
キ
ロ
で
も
十

分
な
茎
数
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

3
現
地
試
験
事
例
よ
り

で
は
、
実
際
ど
れ
く
ら
い
の
量
を

播
種
す
れ
ば
良
い
か
昭
和
六
三
年
、

根
室
農
業
改
良
普
及
所
管
内
七
カ
所

の
圃
場
の
調
査
事
例
を
も
と
に
示
し

ま
す
。

チ
モ
シ
ー
を
一
０
ア
ー
ル
当
た
り

二
．
二
〜
０
．
七
五
キ
ロ
の
四
段
階

に
分
け
た
混
播
試
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
表
２
）。

そ
の
結
果
播
種
量
の
多
い
方
が
発

芽
個
体
は
多
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
翌
春
の
収
量
は
播
種
量

が
少
な
め
の
一
．
一
キ
ロ
区
の
が
最

大
と
な
り
ま
し
た（
図
三
）。
こ
れ
は
、

一
．
一
キ
ロ
で
も
、
条
件
が
整
え
ば

株
が
充
実
し
良
好
な
生
育
を
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

逆
に
二
．
二
キ
ロ
と
多
す
ぎ
る
と
、

過
密
に
な
り
養
分
を
奪
い
合
い
結
果

と
し
て
収
量
が
増
え
な
い
こ
と
を
実

証
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
チ
モ
シ
ー
の
播
種

量
は
、
播
種
時
の
圃
場
条
件
に
合
わ

せ
十
ア
ー
ル
あ
た
り
一
．
二
キ
ロ
〜

一
．
八
キ
ロ
の
範
囲
で
播
種
す
る
と

適
正
な
生
育
を
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

発
芽
後
は
、
掃
除
刈
り
や
、
適
正

な
施
肥
、
炭
カ
ル
の
施
用
な
ど
維
持

管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

播
種
組
み
合
わ
せ
な
ど
は
、
農
協
、

普
及
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

7

7

図２　１年後の様子

１㎏ /10a 1.5㎏ /10ａ ２㎏ /10a

図１　ポット播種後２ヶ月の様子

１㎏ /10a 1.5㎏ /10ａ ２㎏ /10a

表１
3年目の㎡当り茎数（本）

表２　播種量内訳� （単位：㎏/10a）

図３　翌春1番草収量� （㎏/10ａ）

１㎏ /10a 2,300

1.5㎏ /10a 2,400

２㎏ /10a 2,950

チ モ シ ー 2.2 1.5 1.1　 0.73
赤 クローバ 0.5 0.3 0.25 0.17
白 クローバ 0.3 0.2 0.15 0.1　
播 種量合計 3.0 2.0 1.5　 1.0　

1000

2000

3000

2.2kg 1.5kg 1.1kg 0.73kg

2,184
2,511 2,610 2,537
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8
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で
は
、
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
寄
贈
を
平
成
21
年
度
よ
り
実
施
し
て
お

り
、
今
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
各
駅
に
７
台
、
大
空
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
１
台
の
計
８
台
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

累
計
寄
贈
数
は
、
今
年
度

分
を
含
め
て
、
43
先
65
台
と

な
り
、
救
命
活
動
や
救
命
講

習
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

写
真
： 

Ｊ
Ｒ
滝
川
駅

Ｊ
Ａ
た
き
か
わ
よ
り
贈
呈
→

ホ
ク
レ
ン

ホ
ク
レ
ン
パ
ー

ル
ラ
イ
ス
部
で
は

「
ゆ
め
ぴ
り
か
ご
は
ん
」と「
北
海
道
こ
め
油
」

に
次
ぐ
米
関
連
商
品
と
し
て
、
日
本
食
品
製
造

合
資
会
社
（
札
幌
市
）
と
共
同
開
発
に
よ
り
、

１
月
か
ら
「
ゆ
め
ぴ
り
か
の
乾
燥
玄
米
入
り
グ

ラ
ノ
ー
ラ
（
２
３
０
ｇ
入
り
）」
の
発
売
を
開

始
し
ま
し
た
。
朝
食
の
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
牛
乳
や
豆
乳
を
か
け
て
食
べ
る
の
が
お
勧
め
。

道
内
Ａ
コ
ー
プ
や
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
等
パ

ー
ル
ラ
イ
ス
取
扱
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

（
取
り
扱
い
の
な
い
店
舗
も
あ
り
ま
す
）

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

「
第
68
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、

平
成
28
年
度
Ｊ
Ａ
共
済 

全
道
小
・
中
学
生
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
64

点
を
展
示
し
ま
し
た
。

２
６
０
万
人
を
超
え
る
来
場
者
数
と
な
っ
た

「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
で
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
北

海
道
の
活
動
と
交
通
安
全
へ
の
思
い
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
道
内
の
み
な
ら
ず
、
全

国
や
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
方
々

に
も
交
通
安
全
の
大
切
さ
を
伝
え
、

事
故
防
止
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

【
旭
川
厚
生
病
院
で

�

「
土
曜
ド
ッ
ク
」
を
！
】

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の
方
を
対
象
と

し
て
、
隔
週
土
曜
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
午
前
中
に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、

検
査
結
果
は
受
診
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届

け
し
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
可
能
で
す
。

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制

（
電
話
０
１
６
６‐

３
３-

７
１
７
１
（内）
２
１
４
６
・
２
１
９
８
）

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

平
成
₂₉
年
１
月
、
北
海
学
園
大

学
経
済
学
部
と
北
海
道
大
学
農
学

部
に
お
い
て
、学
生
向
け
授
業
の
一
環
と
し
て「
北

海
道
農
業
の
概
要
と
、
そ
れ
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
役
割
」
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

「
北
海
道
農
業
が
日
本
の
食
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
道
民
と
し
て
誇
り
を
持
っ
た
」「
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
フ
ラ
提
供
等
様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
、

北
海
道
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
「
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５

０
万
人
づ
く
り
」
に
向
け
た
情
報

発
信
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
農
業

所
得
20
％
増
大
に
向
け
て
」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ

ん
か
ら
頂
い
た
ご
提
言
を
シ
リ
ー

ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

組
合
員
と
の
関
係
性
強
化

販
売
力
と
は
供
給
力
を
い
か
に

つ
け
る
か
と
言
う
事
と
イ
コ
ー
ル

だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
タ
マ
ネ
ギ
買
取
の
年

間
契
約
を
、
あ
る
Ｊ
Ａ
と
結
ぶ
と

し
て
、
ど
う
し
て
も
作
付
面
積
が

足
り
な
い
時
、
販
売
力
を
高
め
る

た
め
に
は
、
組
合
員
の
総
意
で
、

作
付
面
積
を
ど
う
確
保
す
る
か
が
、

一
つ
の
大
き
な
課
題
と
思
い
ま
す
。

使
う
側
に
と
っ
て
み
る
と
、
原

材
料
の
市
場
価
格
の
変
動
が
、
一

番
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
安
定
し

た
調
達
が
私
ど
も
の
商
売
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

営
農
指
導
、
あ
る
い
は
販
売
力

を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で

以
上
に
組
合
員
と
農
協
の
関
係
を

し
っ
か
り
構
築
し
て
、
販
売
事
業

に
基
づ
く
生
産
を
し
て
も
ら
う
と

い
う
よ
う
な
関
係
性
を
強
化
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

価
格
の
安
定
性
も
非
常
に
重
要

で
す
が
、
数
量
の
安
定
確
保
も
非

常
に
大
き
な
課
題
で
す
。
農
協
と

組
合
員
の
関
係
を
、
今
一
度
見
直

し
、
ど
こ
ま
で
農
協
の
指
導
に
従

う
べ
き
か
、
ど
こ
ま
で
一
括
し
て

購
入
し
た
資
材
を
使
う
か
。
そ
こ

を
強
化
し
た
、
よ
り
一
体
化
し
た

取
り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と
が
販

売
力
を
強
め
、
供
給
力
を
強
め
て

い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

安
定
的
な
生
産
、
供
給
量
の
確

保
は
、
販
売
力
の
強
化
に
つ
な
が

り
、
取
り
も
直
さ
ず
所
得
向
上
に

大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

物
流
コ
ス
ト
低
減
と

買
取
販
売
に
よ
る
年
内
精
算

所
得
向
上
に
向
け
て
非
常
に
重
要

な
の
は
、
物
流
コ
ス
ト
を
ど
う
や

っ
て
抑
え
る
か
。
こ
れ
が
１
点
目
。

フ
ェ
リ
ー
の
南
下
便
で
関
東
方

面
な
ど
の
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

物
流
を
し
ま
す
が
、
帰
り
の
北
上

便
が
中
々
埋
ま
ら
な
い
と
い
う
こ

と
が
、
物
流
コ
ス
ト
を
押
上
げ
て

し
ま
う
一
つ
の
要
因
と
思
い
ま
す
。

物
流
面
は
、
や
は
り
ホ
ク
レ
ン

や
Ｊ
Ａ
の
果
た
す
役
割
が
非
常
に

大
き
い
。
物
流
業
者
と
の
連
携
を

強
め
て
い
く
こ
と
で
、
物
流
効
率

を
上
げ
て
、
下
が
っ
た
コ
ス
ト
を

農
家
所
得
の
向
上
に
振
り
向
け
る
。

物
を
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
運
ぶ

コ
ス
ト
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
効

率
化
、
同
時
に
そ
の
専
門
性
に
つ

い
て
、
民
間
を
含
め
た
物
流
と
の

連
携
が
非
常
に
重
要
と
思
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
農
協
の
委
託
販
売

で
は
な
く
、
買
い
取
り
を
す
る
と

い
う
機
能
で

す
。当

然
、
農

協
で
品
質
や

等
級
の
基
準

を
決
め
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
販
売
先
は
十
分
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
す
ぐ
に
全
部
と
は

言
い
ま
せ
ん
が
、
一
部
ス
タ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
が
、
所
得
向
上
に

繋
が
る
方
策
で
は
な
い
か
。
今
か

ら
始
め
て
５
年
後
程
度
を
一
つ
の

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
と
し
て
検
討
に

入
る
べ
き
で
は
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
一
言

業
務
用
、
加
工
用
農
作
物
の
作

付
面
積
を
増
や
す
、
あ
る
い
は
安

定
供
給
化
を
お
願
い
し
た
い
。
コ

ン
テ
ナ
を
当
社
も
た
く
さ
ん
持
っ

て
お
り
、
取
り
に
行
っ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
段
ボ
ー
ル
梱

包
が
不
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

う
い
う
取
り
組
み
を
是
非
お
願
い

し
た
い
。

買
取
は
、
年
内
精
算
に
繋
が
り
、

農
家
に
対
し
て
の
資
金
繰
り
、
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
の
話
に
も
な
り
、
本

当
の
意
味
で
の
信
用
事
業
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

所
得
向
上
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
改
革
は
、
組
合
員
が
農
協
組
織

を
構
成
し
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、

今
後
、
ど
ん
な
組
織
に
方
向
づ
け

て
い
く
か
、
そ
の
中
で
、
自
由
度

と
縛
り
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

～
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

テ
ー
マ
「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
農
業
所
得
２０
％
増
大
に
向
け
て
」

株
式
会
社
セ
コ
マ
代
表
取
締
役
社
長　

丸
谷
智
保
氏

丸
まる

谷
たに

智
とも

保
やす

氏
株式会社セコマ
代表取締役社長
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■
編
集
発
行�

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
114—
平
成
29
年
3
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

理　事　会　報　告
２月定例理事会　平成29年2月27日（月）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．1月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�釧路丹頂農業協同組合「乳質改善プロジェクト」

要領の制定について
付議事項 
議案第１号　�組合員の資格審査について
議案第２号　出資の減口承認について
議案第３号　�大口信用供与先に対する融資の承認に

ついて
議案第４号　平成29年度 監査計画の策定について
議案第５号　�平成29年度 生乳生産基盤緊急対策事業

要領の制定について

議案第６号　�平成2８年度 畜産・酪農収益力強化整備
等特別対策事業の承認について

議案第７号　固定資産の取得について
議案第８号　諸規程の制定について
議案第９号　諸規程等の一部変更について
議案第10号　諸規程の廃止について
議案第11号　�従業員に対する年度末賞与の支給につ

いて
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 

１．平成2８年度決算処理方針（案）について
２．平成29年度事業計画（案）について
３．当面の業務日程について

■平成28年度 　生乳生産実績（2月）
月計乳量（kg） 2月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,674,438.1 92.8 91,951,274.3 98.5
（鶴居地区） 2,662,166.5 96.1 31,633,925.9 99.4
（幌呂地区） 2,092,558.6 94.6 24,589,222.7 100.3
（白糠地区） 1,580,192.8 90.7 19,038,512.5 96.8
（音別地区） 1,339,520.2 86.7 16,689,613.2 96.2

管 内 計 40,290,825.4 93.9 487,441,128.4 99.9
（前年度管内計） 42,898,908.9 488,027,160.8

編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

□�音別・白糠４Ｈクラブが三年間にわたり、地域のために取り組んできた哺育改善
が「哺育プログラム」という形となりました。私がこの記事を作成するにあたり、
五十嵐会長、普及センターの高橋さんと確認をしたのは、このプログラムは４Ｈ
クラブが考えるプログラムであるという点でこれが全てではありませんが、ご参
考にして頂ければ幸いですということでした。私も読ませて頂きましたが内容は
大変わかりやすいものです。閲覧を御希望の方は、普及センターへぜひお問い合
わせ願います。


